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河
本
店
」（
現
・
古
河
機
械
金
属
）
は
、
一
八
八
一
（
明

治
一
四
）
年
に
は
、
豊
富
な
鉱
脈
を
発
見
す
る
な
ど
、
足

尾
銅
山
で
の
鉱
山
開
発
事
業
を
成
功
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
事
業
を
拡
大
し
、
一
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
（
財
閥
）
を
形

成
し
た
。
な
お
、
古
河
財
閥
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦

後
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指

令
に
よ
り
解
体
さ
れ
た
。

　

古
河
本
店
に
よ
る
産
銅
量
は
、一
八
八
五
（
明
治
一
八
）

年
に
は
全
国
の
三
九
％
を
占
め
て
い
た
。
新
た
な
精
錬
工

場
も
新
設
し
、
東
京
・
本
所
に
鎔
銅
所
を
建
設
し
た
。
翌

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
は
、
足
尾
鉱
山
に
蒸
気
動

力
ポ
ン
プ
を
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
は
水
力
発

電
所
を
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
九
六（
明
治
二
九
）

年
に
は
日
光
駅
と
の
間
で
軽
便
馬
車
鉄
道
を
開
設
し
た
。

　

銅
山
経
営
が
順
調
に
発
展
す
る
一
方
で
、
周
辺
地
域
で

は
深
刻
な
鉱
毒
問
題
が
発
生
し
た
。
鉱
毒
に
よ
る
激
甚
な

被
害
が
渡
良
瀬
川
下
流
の
農
地
や
農
民
に
発
生
し
た
の

は
、一
八
八
五
～
八
七（
明
治
一
八
～
二
〇
）年
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
発
生
し
た
洪
水

１
．
は
じ
め
に

　

足
尾
鉱
毒
問
題
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
公
害
史
の
原

点
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
足
尾
に
か
つ
て
あ
っ

た
銅
鉱
山
か
ら
硫
化
銅
を
含
ん
だ
鉱
さ
い
が
、
洪
水
の
氾

濫
に
よ
っ
て
下
流
の
畑
を
汚
染
し
て
、
鉱
毒
に
よ
る
農
業

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
渡
良
瀬
川
が
氾
濫
し
な

か
っ
た
ら
、
下
流
の
田
畑
は
、
鉱
毒
に
よ
る
被
害
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
民
の
鉱
毒
反
対

運
動
は
、
鉱
山
経
営
の
廃
止
を
求
め
る
と
と
も
に
渡
良
瀬

川
の
改
修
を
求
め
た
。
河
川
の
改
修
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地

の
設
置
が
優
先
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
鉱
毒
に
よ
る
被
害

者
は
、
居
住
地
か
ら
の
移
転
を
強
い
ら
れ
た
。

　

明
治
維
新
を
機
に
本
格
的
な
開
拓
・
開
発
が
始
ま
っ
た

北
海
道
で
は
、
十
分
な
移
住
が
進
ま
ず
、
明
治
維
新
の
混

乱
の
な
か
で
生
じ
た
政
治
犯
な
ど
を
劣
悪
な
環
境
で
開
拓

に
従
事
さ
せ
た
。

　

本
稿
で
は
、
足
尾
鉱
毒
問
題
の
背
景
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
足
尾
鉱
毒
被
害
者
で
あ
る
住
民
の
移
転
と
北
海
道

の
開
発
に
関
わ
り
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

２
．
足
尾
鉱
毒
問
題

　

栃
木
県
上
都
賀
郡
足
尾
町（
現
在
の
日
光
市
足
尾
地
区
）

の
足
尾
銅
山
は
、
一
六
一
〇
年
（
慶
長
一
五
）
年
に
は
、

二
人
の
農
民
が
銅
の
鉱
床
を
発
見
し
、
江
戸
幕
府
直
轄
の

鉱
山
と
し
て
採
掘
が
開
始
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
幕
府

は
、
鉱
山
の
開
発
と
と
も
に
鋳
銭
座
を
設
け
て
、
当
時
の

通
貨
で
あ
る
寛
永
通
宝
を
鋳
造
し
、
足
尾
は
発
展
し
て
い

た
。
採
掘
さ
れ
た
銅
は
、
日
光
東
照
宮
、
江
戸
の
増
上
寺

の
部
材
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

足
尾
銅
山
は
、
江
戸
時
代
に
は
年
間
一
二
〇
〇
㌧
の
銅

を
産
出
し
て
い
た
が
、
明
治
維
新
前
後
に
は
年
間
一
五
〇

㌧
と
採
掘
量
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
鉱
毒
問
題
の
発
生

に
よ
っ
て
反
対
運
動
が
起
き
、閉
山
状
態
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
が
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
古
河
市
兵
衛
に
払
い

下
げ
ら
れ
、一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
創
立
さ
れ
た
「
古

　

押　

谷　
　
　

一

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
２
回
現
地
視
察

足
尾
鉱
毒
問
題
と
北
海
道
開
拓
の
た
め
の
移
住
政
策
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に
よ
っ
て
鉱
毒
を
含
む
鉱
さ
い
が
田
畑
に
流
れ
込
み
、
被

害
が
周
辺
農
地
に
一
気
に
拡
大
し
た
。

３
．
鉱
毒
被
害
者
の
対
応
と
政
府
の
対
応

　

足
尾
銅
山
の
鉱
毒
被
害
の
拡
大
を
受
け
、
被
害
住
民
、
地

元
の
県
、
国
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
に
つ
い
て
は
、

松
浦
（
二
〇
〇
二
）
に
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る（
１
）。

　

群
馬
県
の
待
矢
場
両
堰
水
利
土
功
会
は
鉱
毒
調
査
委
員

会
を
設
置
し
、
栃
木
県
で
は
県
独
自
の
被
害
調
査
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
農
商
務
省
も
調
査
を
開
始
し
た
が
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
二
月
一
八
日
の
第
二
回
帝

国
議
会
で
は
、
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
田
中
正
造
が
鉱
毒

事
件
を
本
会
議
で
取
り
上
げ
、
被
害
農
民
の
救
済
の
必
要

性
に
つ
い
て
政
府
に
対
し
質
問
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
被
害
者
農
民
と
古
河
本
店
と
の
間
で
は
示
談
が

進
め
ら
れ
、
粉
鉱
採
集
器
の
設
置
と
示
談
金
に
よ
っ
て
被

害
や
農
民
の
反
対
運
動
は
収
ま
っ
た
か
に
み
え
た
が
、
一

八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
は
、
再
び
安
政
以
来
と
い
う

大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
、
鉱
毒
被
害
地
は
広
範
囲
に
拡

大
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
被
害
地
で
は
、
鉱
毒
反
対
運
動
の

住
民
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
、
群
馬
県
邑
楽
郡
渡
瀬
村
の

雲
龍
寺
に
栃
木
群
馬
鉱
毒
事
務
所
を
設
置
し
、
鉱
業
停
止

を
求
め
る
活
発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
群
馬
県

議
会
で
鉱
山
の
停
止
の
建
議
が
行
わ
れ
た
。
榎
本
武
揚
農

商
務
相
も
鉱
毒
被
害
地
を
視
察
し
、
農
商
務
省
で
は
鉱
毒

特
別
調
査
委
員
が
任
命
さ
れ
た
。

　

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
三
月
に
は
、
被
害
農
民
が

上
京
し
て
請
願
す
る
運
動
「
東
京
押
出
し
」
が
二
度
行
わ

れ
た
（
二
日
、
二
四
日
）。
こ
れ
に
対
し
、
内
閣
は
直
属

の
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
調
査
委
員
会
（
第
一
次
鉱
毒
調
査

会
）
を
設
置
し
、
操
業
停
止
の
議
論
を
行
っ
た
が
、
結
果

と
し
て
操
業
の
停
止
は
行
わ
ず
、
古
河
本
店
に
よ
っ
て
予

防
工
事
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。「
予
防
工
事
命
令
」（
三

七
項
目
）
を
発
出
し
、
こ
れ
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
直

ち
に
操
業
を
停
止
さ
せ
る
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
は
「
予

防
工
事
命
令
」
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
沈
殿
池
が
洪
水
に

よ
り
破
壊
さ
れ
、
被
害
地
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
こ
と
を
受

け
、九
月
に
農
民
に
よ
る
三
回
目
の
押
出
し
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
二
月
一
三
日
に
行

わ
れ
た
第
四
回
押
出
し
で
は
、
上
京
途
中
の
被
害
農
民
た

ち
が
、
群
馬
県
邑
楽
郡
佐
貫
村
川
俣
（
現
・
明
和
町
）
で

警
官
隊
と
大
規
模
に
衝
突
し
た
。
い
わ
ゆ
る「
川
俣
事
件
」

で
あ
る
。
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
一
二
月
一
〇
日
に

は
田
中
正
造
に
よ
る
天
皇
直
訴
未
遂
な
ど
も
あ
り
、
重
大

な
社
会
問
題
へ
と
発
展
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
政
府
は
第
二
回
鉱
毒
調
査
会
を
設

置
し
、
そ
の
収
拾
を
図
っ
た
。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）

年
一
月
一
七
日
に
は
、
閣
議
決
定
に
基
づ
い
て
内
閣
直
属

の
鉱
毒
調
査
委
員
会
（
第
二
次
鉱
毒
調
査
会
）
が
設
置
さ

れ
た
。
調
査
会
に
は
、
治
水
の
専
門
家
と
し
て
、
東
京
帝

国
大
学
工
科
大
学
教
授
の
中
山
秀
三
郎
、
土
木
監
督
署
技

師
の
日
下
部
弁
二
郎
の
二
人
が
参
画
し
て
い
る
。

　

調
査
会
は
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
三
月
、
内
閣
総

理
大
臣
に
『
足
尾
銅
山
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
書
』
を
提
出

し
た
。
報
告
書
で
は
、
洪
水
に
よ
っ
て
下
流
に
運
搬
さ
れ

た
銅
に
つ
い
て
、
稼
働
中
の
足
尾
銅
山
か
ら
の
流
出
は
少

な
く
、一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
「
予
防
工
事
命
令
」

以
前
の
操
業
に
よ
り
排
出
さ
れ
上
流
に
堆
積
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
認
識
の
下
に
出
発
し
た
た

め
、
操
業
に
よ
る
責
任
は
認
め
な
か
っ
た
。
一
方
、
渡
良

瀬
川
の
治
水
策
が
中
山
や
日
下
部
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
、

谷
中
村
を
も
含
ん
だ
遊
水
地
計
画
が
主
張
さ
れ
た
。
計
画

で
は
、
①
「
築
堤
と
新
川
の
開
削
に
よ
り
利
根
川
に
流
下

さ
せ
る
河
道
を
設
置
す
る
案
」、
②
「
渡
良
瀬
川
の
沿
岸

に
貯
水
池
を
設
け
、
利
根
川
合
流
量
を
減
水
さ
せ
る
遊
水

地
案
」
と
い
う
二
案
を
提
示
し
つ
つ
も
、
前
者
は
当
時
進

め
ら
れ
て
い
た
利
根
川
改
修
事
業
に
多
大
な
影
響
を
与
え

る
と
し
、
後
者
が
実
行
計
画
と
し
て
説
明
さ
れ
た
。

４
．
渡
良
瀬
遊
水
地
の
造
成
と
強
制
移
住

　

旧
谷
中
村
（
現
・
藤
岡
町
）
に
渡
良
瀬
遊
水
地
の
築
造

が
決
定
す
る
と
、
三
七
七
戸
、
約
二
五
〇
〇
人
の
村
民
は

立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
村
民
は
こ
の
地
で
農
業

や
川
魚
漁
な
ど
に
よ
り
生
計
を
立
て
て
い
た
。
渡
良
瀬
遊

水
地
の
築
造
は
、
谷
中
村
を
廃
村
に
し
、
村
民
の
生
活
を

破
壊
し
て
ま
で
も
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
栃
木
県
は
第
一
次
用
地

買
収
を
行
い
、こ
れ
に
三
四
四
戸
が
応
じ
た
。応
じ
な
か
っ

た
村
民
に
対
し
て
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
六
月

～
七
月
、
国
は
「
土
地
収
用
法
」（
明
治
三
三
年
三
月
七
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日
法
律
第
二
九
号
）
を
適
用
し
て
、
予
定
地
に
残
っ
て
い

た
家
屋
一
六
戸
を
破
壊
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
用
地
買

収
（
一
九
一
二
～
一
三
年
）
を
実
施
し
、
田
中
正
造
と
と

も
に
仮
小
屋
で
抵
抗
し
て
い
た
村
民
の
運
動
も
、
一
九
一

三
（
大
正
二
）
年
に
田
中
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
弱
体
化

し
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
は
全
戸
が
移
住
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
築
造
の
狙
い
に
つ
い
て
、
松
浦
（
二

〇
〇
二
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（
２
）。

　
「
遊
水
地
築
造
に
つ
い
て
、
田
中
正
造
が
指
導
し
た
足

尾
鉱
毒
反
対
運
動
の
延
長
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
明
治
二
〇
年
代
に
本
格
化
し
た
足
尾
鉱
毒
問
題

は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
地
域
住
民
と
警
官
隊

が
衝
突
し
た
川
俣
事
件
が
重
大
な
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
こ
の

後
、
田
中
正
造
の
活
動
は
、
谷
中
村
廃
村
を
伴
う
遊
水
地

計
画
反
対
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。田
中
の
論
理
は
、

足
尾
鉱
毒
問
題
を
治
水
問
題
に
す
り
か
え
、
そ
の
矛
盾
を

谷
中
村
一
村
に
押
し
付
け
て
鉱
毒
問
題
の
隠
ぺ
い
を
図
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」

　

谷
中
村
の
土
地
買
収
に
つ
い
て
、
古
在
由
直
（
東
京
帝

国
大
学
農
科
大
学
教
授
）
は
当
時
、
困
窮
し
て
い
る
被
害

農
民
救
済
の
た
め
、
治
水
事
業
に
よ
り
積
極
的
に
行
う
こ

と
を
主
張
し
た
。
そ
の
費
用
も
「
十
分
救
済
ヲ
意
味
シ
テ

処
分
」
と
、
出
来
る
限
り
高
い
費
用
が
主
張
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
鉱
毒
被
害
と
し
て
古
河
か
ら
の
補
償
、
あ
る
い
は

国
か
ら
の
救
済
が
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
治
水
の
名
目
で

鉱
毒
被
害
か
ら
復
旧
で
き
な
い
土
地
を
買
収
し
、
困
窮
農

民
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
対
象
と
な
る

土
地
の
面
積
は
、
回
復
の
見
込
み
が
な
い
土
地
五
〇
〇
〇

町
歩
、
復
興
の
見
込
み
が
な
い
土
地
二
二
〇
〇
町
歩
で

あ
っ
た
。

　

一
方
、
治
水
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
鉱
毒
救
済
は
治
水

担
当
部
局
か
ら
は
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
事
業
費

の
負
担
に
つ
い
て
は
、
古
河
本
店
に
負
担
さ
せ
る
か
ど
う

＜資料＞　足尾銅山鉱毒事件と佐呂間移住に関する略年表
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こ
れ
に
よ
り
、
陸
海
軍
は
と
も
に
ほ
ぼ
二
倍
の
軍
備
拡
張
計

画
を
藩
閥
政
府
は
至
上
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
な
軍
備
拡
張
計
画
を
基
軸
と
し
て
、

明
治
維
新
以
降
の
富
国
強
兵
、
工
業
立
国
策
を
中
心
と
す
る

殖
産
興
業
政
策
は
、
日
清
戦
争
の
勝
利
と
三
国
干
渉
に
よ
っ

て
朝
鮮
・
満
洲
を
め
ぐ
る
帝
国
主
義
列
強
の
領
土
分
割
競
争

に
日
本
も
参
加
す
る
た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
日
清
戦
争
後
、
日
本
は
鉄
鋼
生
産
の
増
強
を
最

も
重
要
な
課
題
と
し
た
が
、
当
時
の
製
錬
設
備
や
冶
金
技

術
で
は
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
一
八
九
六
～
一
九
〇

〇
（
明
治
二
九
～
三
三
）
年
に
は
、
銑せ
ん
て
つ鉄
は
需
要
の
ほ
ぼ

五
〇
％
を
生
産
し
て
い
た
が
、
鉄
鋼
は
需
要
の
二
〇
分
の

一
程
度
し
か
生
産
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
鉱
業
生
産
設

備
・
兵
器
・
機
械
類
の
輸
入
も
含
め
、
鉄
鋼
輸
入
の
対
外

支
払
い
手
段
と
し
て
日
本
の
銅
生
産
は
き
わ
め
て
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
た
。
銅
の
生
産
は
、
鉄
鋼
生
産
を
中
心

と
す
る
先
進
工
業
生
産
体
系
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
重
要

な
先
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
主
力
で
あ
っ
た
足
尾
銅
山
に
お
い
て
は
、
軍
需
原

材
料
の
需
要
の
増
大
を
含
め
て
日
清
戦
争
後
の
日
本
帝
国

主
義
の
枢
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
銅

鉱
山
が
立
地
し
て
い
る
足
尾
の
農
民
た
ち
は
帝
国
主
義
政

策
の
犠
牲
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

６
．
関
東
地
方
の
洪
水
被
害
と
北
海
道
へ
の
移
住

　

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
、
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
て
、

か
と
い
う
点
や
、「
土
地
収
用
法
」
の
適
用
な
ど
を
巡
っ

て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
も
と
に
、

内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
報
告
書
が
帝
国
議
会
に
提
出
さ

れ
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
遊
水
地
の
必
要
性
は
述
べ
ら
れ

て
い
た
が
、
具
体
的
な
場
所
は
特
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（
３
）。

　

ま
た
、谷
中
村
が
属
す
る
栃
木
県
で
は
、一
九
〇
四
（
明

治
三
七
）
年
一
二
月
の
通
常
県
会
の
末
期
に
、
谷
中
村
買

収
を
含
む
土
木
費
が
追
加
予
算
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
こ

れ
は
い
っ
た
ん
否
決
さ
れ
た
後
、秘
密
会
で
の
審
議
の
後
、

本
会
議
に
再
度
上
程
さ
れ
、
最
終
的
に
賛
成
一
八
、
反
対

一
二
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
谷
中
村
は
遊
水
地
と

し
て
県
に
買
収
さ
れ
た（
４
）。

５
．
足
尾
銅
山
を
巡
る
背
景

　

足
尾
銅
山
を
巡
る
一
連
の
動
き
の
背
景
に
つ
い
て
、
東

海
林
・
菅
井
（
一
九
八
五
）
で
は
、
次
の
と
お
り
説
明
さ

れ
て
い
る（
５
）。
以
下
に
略
説
す
る
。

　

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
、
日
本
は
日
清
戦
争

に
勝
利
し
た
が
、勝
利
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
遼
東
半
島
は
、

ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
三
国
の
干
渉
に
よ
っ
て
、

清
国
に
返
還
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
藩
閥
政

府
と
軍
指
導
者
は
軍
備
拡
張
を
決
意
。
陸
軍
は
、
利
益
線

と
し
て
満
洲
を
確
保
す
る
た
め
に
（
帝
政
）
ロ
シ
ア
の
陸

軍
を
撃
破
し
う
る
軍
備
の
近
代
化
と
増
強
を
図
る
こ
と
、

海
軍
は
、
ロ
シ
ア
が
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
連
合
し
て
東

洋
に
派
遣
す
る
こ
と
と
な
る
艦
隊
を
撃
破
す
る
こ
と
が
で

き
る
艦
隊
を
つ
く
る
こ
と
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
と
し
た
。

蝦
夷
地
は
北
海
道
と
改
称
さ
れ
た
。
一
九
七
二（
明
治
五
）

年
に
は
「
開
拓
使
一
〇
年
計
画
」
が
立
案
さ
れ
て
、
屯
田

兵
に
よ
る
開
墾
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

　

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
た

後
、
三
県
一
局
体
制
の
数
年
間
を
経
て
、
一
八
八
六
（
明

治
一
九
）
年
に
北
海
道
庁
（
内
務
省
直
轄
機
関
）
が
設
置

さ
れ
た
。
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
は
「
北
海
道
一

〇
年
計
画
」
が
立
て
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
町
歩
の
貸
与
に
よ

る
一
二
〇
万
人
の
北
海
道
移
住
を
目
標
と
し
た
。し
か
し
、

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
時
点
で
は
、
約
九
八
万
人
か

ら
約
一
五
三
万
人
へ
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、
計
画
ど
お
り

に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
政
府
は
あ
ら
た
め
て
、
一
九

一
〇
（
明
治
四
三
）
年
か
ら
一
五
年
か
け
て
約
七
〇
〇
〇

万
円
を
投
じ
る
「
第
一
期
北
海
道
拓
殖
計
画
」
を
立
案
し

た
。
計
画
で
は
、
毎
年
二
五
〇
万
円
以
上
を
支
出
し
、
社

会
資
本
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
国
有
未
開
地
約
一
〇
九

万
町
歩
、
同
返
還
地
約
五
六
万
町
歩
の
売
払
な
い
し
貸
付

処
分
に
よ
っ
て
移
住
を
促
進
し
、
人
口
を
三
〇
〇
万
人
に

増
や
す
こ
と
を
め
ざ
す
と
し
た
。

　

こ
の
「
北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
八
月
、
国
内
で
は
関
東
地
方

を
中
心
に
大
水
害
が
発
生
し
た
。
そ
の
復
旧
策
の
一
環
と

し
て
、
政
府
は
あ
ら
た
め
て
北
海
道
移
住
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
、
水
害
被
災
者
の
救
済
策
と
し
て
北
海
道
へ
の
移

住
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
に
渡
良
瀬
川
支
川
の
一
つ
で
あ

る
思
お
も
い
が
わ
川
の
下
流
部
に
位
置
す
る
栃
木
県
下
都
賀
郡
で
は
六

六
戸
二
一
〇
名
が
応
じ
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
四
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大
貫
権
一
郎
（
下
都
賀
郡
役
所
の
移
住
事
務
取
扱
委
員
）

の
供
述
を
紹
介
し
て
い
る（
７
）。

　
「
移
住
地
へ
の
通
路
は
雪
中
を
山
路
に
か
か
る
こ
と
と

て
、
先
登
者
『
ガ
ン
ジ
キ
』
を
足
に
つ
け
進
行
す
。
一
行

そ
の
後
よ
り
徐
々
に
足
跡
を
履
み
つ
つ
従
う
。
そ
の
間
、

各
所
に
急
峻
あ
り
、
渓
路
あ
り
、
倒
朽
し
た
る
大
木
あ
り
。

積
雪
は
二
尺
よ
り
四
尺
以
上
に
及
び
、
一
歩
毎
に
股
ま
で

没
す
る
有
様
な
り
。
天
然
の
大
木
は
天
空
を
蔽
い
、
熊
笹

は
雪
に
し
き
伏
せ
ら
れ
全
く
深
山
に
入
り
た
る
も
の
の
如

く
、『
ト
ド
松
』
の
繁
き
と
こ
ろ
は
、熊
笹
五
六
尺
茂
生
し
、

一
見
に
し
て
潜
伏
せ
る
大
熊
の
一
行
を
う
か
が
う
に
あ
ら

ず
や
と
疑
わ
る
る
箇
所
多
か
り
き
。」

　

移
住
地
で
は
、
土
地
を
区
分
す
る
道
は
造
成
さ
れ
て
い

た
が
、
一
戸
分
（
小
区
画
五
町
歩
）
が
区
画
割
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
っ
た
。
移
住
者
た
ち
は
人
力
で
開
墾
を
進
め

た
が
、
一
年
目
に
二
〇
戸
が
去
っ
た
と
さ
れ
る
過
酷
な
状

況
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
、
宇
都
宮

市
に
あ
る
二
荒
山
神
社
か
ら
の
分
祀
に
よ
り
栃
木
神
社
の

月
に
現
在
の
北
海
道
常
呂
郡
佐
呂
間
町
に
入
植
、
そ
の
土

地
を「
栃
木
」と
命
名
し
て
開
墾
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

栃
木
県
下
都
賀
郡
か
ら
北
海
道
へ
の
移
住
の
呼
び
か
け

に
つ
い
て
、
松
浦
（
二
〇
一
四
）
は
次
の
よ
う
に
実
情
を

記
し
て
い
る（
６
）。

　

明
治
四
三
年
一
〇
月
、
事
務
官
（
黒
金
拓
殖
部
長
）
が

出
張
し
て
移
住
の
利
益
を
講
演
し
、
さ
ら
に
下
都
賀
郡
出

身
で
当
時
、
北
海
タ
イ
ム
ス
の
記
者
で
あ
っ
た
渡
辺
常
治

は
、
部
屋
村
役
場
や 

藤
岡
町
で
四
四
年
三
月
一
日
と
二

日
に
水
害
罹
災
者
に
対
し
て
移
住
の
必
要
性
、
北
海
道
の

状
況
と
有
望
さ
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
呼
び
か
け
に
部
屋

村
、
寒
川
村
、
赤
間
村
な
ど
の
水
害
罹
災
者
が
応
じ
た
が
、

な
か
に
旧
谷
中
村
出
身
者
も
い
た
。旧
谷
中
村
出
身
者
は
、

栃
木
県
に
よ
る
遊
水
地
築
造
の
た
め
の
土
地
買
収
に
応
じ

て
そ
の
周
辺
に
移
転
し
て
い
た
人
た
ち
が
中
心
だ
ろ
う
」

と
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
栃
木
県
か
ら
ど
の
よ
う
な
要
望

が
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
栃
木
県
下
都
賀
郡
の
住
民
た

ち
が
団
体
で
サ
ロ
マ
ベ
ツ
原
野
に
移
住
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

　
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』（
一
九
一
一
年
三
月
二
七
日
）
の
記

事
に
よ
れ
ば
、
サ
ロ
マ
ベ
ツ
原
野
を
提
案
し
た
の
は
北
海

道
庁
だ
っ
た
と
い
う
。
吉
屋
下
都
賀
郡
長
と
農
業
技
手
が

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
三
月
二
三
日
に
札
幌
に
お
い

て
、
道
庁
関
係
者
や
郡
長
ら
と
、
現
地
へ
の
輸
送
手
段
、

共
同
小
屋
の
建
設
な
ど
の
協
議
を
行
い
、
同
二
九
日
に
栃

木
県
に
帰
っ
た
。
移
住
先
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
一
（
明

治
四
四
）
年
四
月
三
日
の
『
下
野
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、郡
長
、

技
手
が
実
地
を
調
査
し
て
、「
そ
の
状
況
を
同
地
は
内
地

に
て
も
容
易
に
見
る
を
得
ざ
る
程
の
肥
沃
な
地
に
し
て
、

今
日
ま
で
開
発
さ
れ
ざ
る
し
は
、
交
通
の
不
便
な
り
し
為

め
な
り
と
。
な
お
同
地
は
す
で
に
一
百
戸
以
上
の
移
住
者

出
来
、
仮
小
屋
を
建
設
中
に
て
、
村
役
場
及
び
学
校
の
敷

地
は
二
町
五
反
歩
と
決
定
し
た
る
由
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

吉
屋
郡
長
ら
の
日
程
を
詳
細
に
調
べ
た
小
池
喜
孝
は
、

郡
長
、
技
手
と
も
サ
ロ
マ
ベ
ツ
原
野
の
現
地
視
察
は
行
っ

て
い
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
下
野
新
聞
』

に
報
道
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
マ
ベ
ツ
原
野
の
地
理
・
気
候
な

ど
の
状
況
は
、
北
海
道
庁
発
行
の
『
植
民
公
報
』（
第
五

八
号
・
明
治
四
四
年
一
月
号
）
か
ら
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、

「
地
理
及
地
勢
」
に
つ
い
て
「
南
方
に
開
け
」
と
、『
植
民

公
報
』
に
書
か
れ
て
い
な
い
現
実
と
正
反
対
の
こ
と
が
書

き
込
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
吉
屋
郡
長
の
作
為
を
強
調

し
て
い
る
。

７
．
移
住
先
で
の
過
酷
な
状
況

　

栃
木
か
ら
の
移
住
民
た
ち
は
、
サ
ロ
マ
湖
に
面
し
た
サ

ロ
マ
ベ
ツ
原
野
に
入
植
し
た
。
移
住
地
は
サ
ロ
マ
ベ
ツ
原

野
の
中
で
も
佐
呂
間
別
川
の
支
川
（
武
士
川
）
に
沿
っ
て

サ
ロ
マ
湖
か
ら
約
一
六
㌔
入
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ

は
東
・
北
・
南
を
山
に
囲
ま
れ
た
細
長
い
土
地
で
、
日
照

時
間
は
短
く
、積
雪
量
は
多
い
た
め
、開
拓
は
困
難
を
伴
っ

た
。
極
寒
の
な
か
で
未
開
地
を
開
墾
し
て
も
、
わ
ず
か
な

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ハ
ッ
カ
し
か
栽
培
で
き
ず
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
は
酪
農
に
転
換
す
る
農
家
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

松
浦
（
二
〇
一
四
）
は
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
書
記
の

現在の栃木地区の様子
（2020年11月6日撮影）
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生
活
は
極
度
に
疲
弊
窮
乏
し
加
う
る
に
明
治
四
十
三
年
関
東
地

方
を
襲
え
る
豪
雨
は
渡
良
瀬
川
に
未
曾
有
の
大
洪
水
を
齎
し
沿

岸
の
惨
状
言
語
に
絶
し
住
民
は
悉
く
再
起
不
能
の
被
害
蒙
り
た

り　

時
の
栃
木
県
選
出
代
議
士
田
中
正
造
翁
は
一
身
を
賭
し
て

此
の
苦
難
を
打
開
せ
ん
と
欲
し
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
と
し
て
十

数
年
間
政
府
に
陳
情
請
願
し
又
銅
山
経
営
者
古
河
市
兵
衛
と
争

い
し
も
つ
い
に
谷
中
村
共
生
買
収
の
方
途
に
よ
つ
て
一
段
落
を

告
ぐ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る　

茲
に
於
て
谷
中
村
を
追
わ
れ
し

一
部
と
鉱
毒
水
害
の
罹
災
民
六
十
六
戸
の
希
望
者
が
栃
木
県
庁

の
斡
旋
に
依
り
集
団
移
民
と
し
て
北
海
道
鐺
沸
村
サ
ロ
マ
ベ
ツ

原
野
に
入
植
す
る
こ
と
に
な
り
明
治
四
十
四
年
四
月
六
日
小
山

駅
に
集
合　

県
庁
係
官
大
貫
権
三
郎
氏
郡
役
所
係
員
並
に
赤
十

字
看
護
婦
二
名
に
引
率
さ
れ
て
四
月
十
四
日
武
士
小
学
校
に
到

着　

四
月
二
十
一
日
丈
な
す
熊
笹
を
刈
り
分
け
て
現
地
共
同
小

屋
に
入
り
大
貫
権
三
郎
氏
よ
り
栃
木
部
落
の
名
称
を
授
く　

其

の
後
昼
尚
暗
き
原
始
林
に
開
拓
の
斧
鉞
を
入
れ
又
他
県
移
住
者

と
共
に
凡
ゆ
る
因
苦
欠
乏
に
耐
え
今
日
の
発
展
を
見
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る　

茲
に
栃
木
部
落
開
基
五
十
周
年
記
念
式
典
を
挙

社
殿
を
建
て
て
い
る
。
な
お
、
入
植
か
ら
五
年
目
に
五
町

歩
の
開
拓
地
が
付
与
さ
れ
て
自
作
農
と
な
っ
て
も
、
そ
れ

ま
で
の
借
財
の
抵
当
と
し
て
土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
者

も
か
な
り
い
た
と
い
う（
８
）。

８
．
強
制
移
住
か
自
発
的
な
移
住
か

　

栃
木
神
社
に
は
、「
開
基
五
十
周
年
記
念
碑
」
が
建
立

さ
れ
て
お
り
、「
栃
木
部
落
の
沿
革
」
と
題
さ
れ
た
碑
文

に
は
「
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
十
一
日
／
題
字 

栃
木
県

知
事 

横
川
信
夫
／
碑
文 

下
野
新
聞
社
長 

福
島
悠
峰
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
引
用
で
あ
る
。

　

栃
木
部
落
は
明
治
四
十
四
年
栃
木
下
都
賀
郡
南
部
八
カ
町
村

の
六
十
六
戸
が
移
住
開
拓
し
た
る
を
以
て
嚆
矢
と
な
る　

抑
々

移
住
の
動
機
は
足
尾
銅
山
の
採
鉱
精
錬
の
開
始
さ
れ
る
に
当
り

鉱
毒
を
渡
良
瀬
川
に
排
流
し
て
顧
み
ず　

其
の
為
洪
水
毎
に
鉱

毒
は
耕
地
に
氾
濫
し
て
農
作
物
魚
族
を
枯
死
滅
亡
せ
し
め
農
民

行
し
記
念
碑
を
建
立
す

　

碑
文
に
は
、
佐
呂
間
町
栃
木
集
落
へ
の
移
住
者
に
つ
い

て
、
希
望
者
が
集
団
移
民
と
し
て
入
植
し
て
き
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
栃
木
開
基
開
校
七
〇
周
年
記
念
誌
『
栃
木
の
あ

ゆ
み
』（
一
九
八
二
年
発
行
）
に
は
、「
栃
木
県
人
の
皆
様

が
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に
追
わ
れ
、
北
海
の
新
天
地
に
永
住

の
地
を
求
め
て
移
住
さ
れ
ま
し
た
」
と
あ
る
。
栃
木
集
落

へ
の
移
住
者
の
中
に
は
谷
中
村
の
出
身
者
も
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
移
住
を
足
尾
鉱
毒
事
件
の
一
環
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
足
尾
の
鉱
毒
被
害
者
の
北
海
道
へ
の
移
住
は
、
移

住
者
の
希
望
で
は
な
く
、
政
府
に
よ
る
強
制
移
住
で
あ
る

と
す
る
解
釈
も
あ
る
。

　

人
び
と
が
故
郷
を
離
れ
て
他
の
地
域
に
移
住
す
る
と

き
、「
押
し
出
す
営
力
」
と
「
引
き
込
む
営
力
」
が
働
い

て
い
る
。
足
尾
か
ら
佐
呂
間
町
に
移
住
し
た
人
び
と
は
強

制
的
な
移
住
な
の
か
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
た
た
め
希
望

栃木集落の開基五十周年記念碑

栃木神社境内の「栃木の神木」

栃木神社境内　神社の由緒など
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帰
郷
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
経
て
、
栃
木
県
の
支
援
に
よ

り
壬
生
町
に
移
転
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

【
注
】

（
１
）　

以
下
、
本
節
に
つ
い
て
、
松
浦
（
二
〇
〇
二
）
二
一
一

～
二
一
二
頁
を
参
照
し
た
。

（
２
）　

松
浦
（
二
〇
〇
二
）
二
〇
五
頁
。

（
３
）　

本
段
落
の
記
述
は
、
松
浦
（
二
〇
〇
二
）
二
一
三
頁
を

参
照
し
た
。

（
４
）　

同
右
。

（
５
）　

以
下
、
本
節
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
東
海
林
・
菅
井
（
一

九
八
五
）
二
三
～
二
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
６
）　

以
下
の
本
節
の
内
容
に
つ
い
て
は
、松
浦
（
二
〇
一
四
）

一
五
五
～
一
五
六
頁
を
参
照
し
た
。

（
７
）　

松
浦
（
二
〇
一
四
）
一
四
七
～
一
四
八
頁
。

（
８
）　

松
浦
（
二
〇
一
四
）
一
四
八
頁
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

荒
畑
寒
村
『
谷
中
村
滅
亡
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年

五
月

・　

小
池
喜
孝
『
谷
中
か
ら
来
た
人
た
ち

－

足
尾
鉱
毒
事
件
と

田
中
正
造
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
二
年

・　

東
海
林
吉
郎
・
菅
井
益
郎
「
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件

－

公
害

の
原
点

－

」（『
技
術
と
産
業
公
害
』
所
収
一
五
～
五
六
頁
）

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年

・　

松
浦
茂
樹
「
足
尾
鉱
毒
事
件
と
渡
良
瀬
遊
水
地
の
成
立
」

（『
国
際
地
域
学
研
究
』
第
五
号
二
〇
五
～
二
二
一
頁
所
収
）

東
洋
大
学
、
二
〇
〇
二
年
三
月

・　

松
浦
茂
樹
「
明
治
四
三
年
大
水
害
と
北
海
道
移
住

－

足
尾

鉱
毒
問
題
と
の
関
連
を
中
心
に
」（『
水
利
科
学
』 

第
三
三
六

号
一
四
三
～
一
六
八
頁
所
収
）
一
般
社
団
法
人
日
本
治
水
治

山
協
会
、
二
〇
一
四
年
四
月

・　

佐
呂
間
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
呂
間
町
百
年
史
』
佐

呂
間
町
、
一
九
九
五
年
九
月

・　

佐
呂
間
郷
土
史
研
究
会
編
『
佐
呂
間
町
開
基
一
〇
〇
年
記

念 

さ
ろ
ま
む
か
し
む
か
し
』
佐
呂
間
町
ほ
か
、
一
九
九
四

年
九
月

・　

栃
木
部
落
史
編
集
委
員
会
編
『
栃
木
の
あ
ゆ
み
』
栃
木
開

基
開
校
七
〇
周
年
記
念
協
賛
会
、
一
九
八
二
年
六
月

＜

お
し
た
に　

は
じ
め
・
酪
農
学
園
大
学
教
授　
　
　
　
　

／
当
研
究
所
理
事
／
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
主
査＞

し
て
移
住
し
た
の
か
は
、十
分
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

明
治
時
代
、
工
業
立
国
策
や
殖
産
興
業
政
策
に
よ
る
銅

の
生
産
に
よ
っ
て
鉱
毒
問
題
が
発
生
し
、
住
民
の
銅
鉱
山

へ
の
反
対
運
動
の
矛
先
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
渡
良
瀬
遊
水

地
が
造
成
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
民
が
移
住
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。こ
れ
は
人
び
と
を
他
の
居
住
地
へ
と「
押

し
出
す
営
力
」
と
、
新
た
な
開
拓
に
よ
っ
て
土
地
が
入
手

で
き
る
と
い
っ
た
「
引
き
込
む
営
力
」
が
共
に
は
た
ら
い

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時

の
政
府
に
と
っ
て
は
、
殖
産
産
業
の
発
展
と
と
も
に
、
新

た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
北
海
道
の
開
拓
に
人
び
と

の
移
住
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、

鉱
毒
問
題
と
い
う
産
業
公
害
と
洪
水
の
被
害
者
は
、
移
住
に

よ
っ
て
過
酷
な
環
境
に
置
か
れ
る
二
重
の
労
苦
が
伴
っ
て
い

た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

開
発
を
目
的
と
し
て
、
人
び
と
の
居
住
の
権
利
や
、
快

適
な
暮
ら
し
を
奪
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
農
民
の
移
住
は
、
基
本
的
に
外
発
的
な
要

因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
移
住
先
、
と
り
わ
け
未
開
の

農
業
に
適
合
し
に
く
い
土
地
へ
の
移
住
は
過
酷
な
状
況
と

な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

今
日
の
社
会
に
お
い
て
も
、
開
発
や
紛
争
に
よ
っ
て
や

む
を
得
ず
移
住
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
自
発
的
な
要
因
と

い
う
の
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
足
尾
鉱
毒
事
件
に
よ

る
問
題
点
を
現
代
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
は
、
佐
呂
間

町
に
入
植
し
た
二
代
目
の
村
民
の
う
ち
、六
戸
の
農
家
が
、


